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ポリテクセンターいわき

ポリテクセンターいわき 検索

＊各団体・各企業別のご要望に応じた社員教育（能力開発セミナー）のご相談をお受けしています！

生産性向上・新分野展開・
技能継承は社員の人材育成から！

＜11･12月開講コースをご利用ください（詳細は当センター訓練課までお気軽にお問合せください）＞

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構福島支部
福島職業能力開発促進センターいわき訓練センター　訓練課
〒973-8403　いわき市内郷綴町舟場１－１
☎０２４６－２６－１２３１　　Fax０２４６－２６－１２３７

①有接点シーケンス制御による電動機制御の実務　②PLCプログラミング技術（ラダー編）
③ＴＩＧ溶接実践技術（ステンレス鋼板材編）／炭酸ガス半自動溶接技能クリニック
④建築電気設備の施工管理　⑤機械保全実践技術（事例・解決編）　等

ぽりた

　新しい商品を開発しようとする時、既存の枠に囚われてなかなか
良いアイデは浮かんできません。一生懸命考えてみたけれど既にあ
るような物だったり、思い切って変えたつもりが意外と代わり映えし
なかったり。どうしたら、ユニークかつ斬新な商品のアイデアは生
まれるのか？という相談を受けることがあります。その時、私がアド
バイスするのは、何もヒントがないところで考えていませんか？とい
うことです。これは何かというと、人間はヒントがなかったり、難し
い文章を読んでいる時に、アイデアやひらめきは生まれないのです。
むしろある瞬間に目に飛び込んできたこと、偶然見つけたことから
着想を得ることが多いです。
　だとしたら、無理矢理アイデアをひねり出す前に、このヒントを
自分で創ってしまいませんか？ここで紹介する【図解発想法】は誰も
が簡単にできます。つくり方は簡単、まず要素の抽出、あるもの探
しをします。商品に関する様々なキーワードを書き出しましょう。次
にそのキーワードを似たもの同士、グルーピングしていきます。そし
て各キーワードや各キーワードの関係を分かりやすく矢印や線で結
べば図解の完成です。
　今回は参考までに以下のように「カツ丼」を図解してみました。
この図解を見るといろんな発見があります。例えば、豚肉に衣を付
けると豚カツになり、豚カツを玉ネギ・卵・出汁・調味料で煮ると
カツ煮になり、このカツ煮が丼ご飯の上に乗るとカツ丼になります。
また調理工程は、炊く・揚げる・煮るという工程があり、それぞれ
炊飯器・揚物鍋・親子鍋を使用しています。また、卵は衣とカツ煮
の時に２回も使用しています。
　こうして図解を作ったら、会議室や廊下など皆の目に付く場所に
貼り出しておきましょう。または、月曜日は調味料を徹底的に見直
す会議、火曜日はトッピングについて考える会議など業務に取り入
れることも可能です。
　そして、図解発想法で一番大事なのは、この図解をどう読み取る
かという切り口です。例えば【要素】という切り口でみたら、「小麦
粉・パン粉・出汁・みりん・砂糖・醤油・玉ネギ」を「塩・胡椒」に
置き換えると「ポークピカタ丼」という別メニューになってしまいま
す。次に【国】という切り口で、お米をバレンシアライス・豚肉はイ
ベリコ豚、出汁は魚介のスープ、卵はスペイン地鶏ピカントン種の有
精卵、これらをパエリアを作るときに使うエジェーラという鍋で調理
したら「スペイン風カツ丼」という新しいメニューが生まれるかも知
れません。また【健康】という切り口でみたら、成人病を気にする
方であれば、豚肉はヒレ肉（115kcal）、油は体脂肪対策でヘルシー
リセッタまたはコレステロール対策でヘルシーコレステ、調味料は減
塩醤油を使用した健康カツ丼がうれしい。一方で育ち盛りの若者で
あれば、豚肉はロース肉（263kcal）、油はラード、調味料は濃口醤
油といった高脂肪・高カロリー・高コレステロール・高塩分のこって
りカツ丼の方が嬉しい。

　このように自分たち（作り手）の事情ではなく、顧客（食べる人）
視点の切り口で考えてみると、【要素】という切り口であれば「アン
デス岩塩とプレミアム黒コショウを使ったポークピカタ丼」、【国】と
いう切り口であれば「スペイン風カツ丼」、【健康】という切り口であ
れば「高血圧・糖尿病　成人病の人も安心して食べられる健康カツ丼」
という新しいメニューが生まれていきます。
　1993年に成熟市場とされる白物家電に参入したダイソン社の創業
者＆最高技術責任者ジェームズ・ダイソン氏に「成功する自信はあっ
たか？」と尋ねたら、「自信などなかった。アイデアだけだ。それを
新製品として形にし、顧客に買って欲しいという希望を持っていた。
買ってくれるまで改良し続けようと思っていた」と答えたと言います。
皆さんもダイソンのように、徹底した顧客志向で改良を楽しんで、
オルタナティブ（型にはまらない）な商品を開発してください。期待
しています！ 

第２回
商品開発の図解発想法

株式会社バイヤーズ・ガイド
代表取締役社長（編集発行人）

永瀬　正彦
〈経　歴〉
昭和39年　東京都生まれ
昭和61年　慶應義塾大学 経済学部卒
大学卒業後、株式会社リクルートに入
社。『とらばーゆ』『B-ing』や新卒

向け求人情報誌の編集を経て、平成４年に独立。
平成11年には有限会社永瀬事務所を法人登記し取締役に就任。
平成20年には、食品を作る人と買う人を結び、最終的に消費者
と結びたい。そして地域と消費地を結びたいという思いから、『バ
イヤーズ・ガイド』を創刊。
平成20・21年度は経済産業省『にっぽんｅ物産市』の中央事務局
として活躍。
平成23年には『バイヤーズ・ガイド』を事業会社として独立させ、
株式会社バイヤーズ・ガイドの代表取締役社長（編集発行人）に
就任し現在に至る。
日本全国を自らの足でたずね歩き、各地域の方々と出会い、地
元の食をいただき、販路開拓のお手伝いをするのが至上の喜び。
現在47都道府県すべての自治体をまわり８周目に入っている。

株式会社バイヤーズ･ガイド

編集発行人　永瀬 正彦


